
日
本
中
國
學
會
報　
第
七
十
一
集
拔
刷

二
〇
一
九
年
十
⺼
十
二
日　
發
行

『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切
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『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切

四
五

⒈　

前
言

『
玄
應
音
義
』
は
上
田
一
九
八
一
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
異
本
の
系
譜
關
係
が

複
雜
で
、
槪
ね
敦
煌
本―

高
麗
藏―

大
治
本
系
の
方
が
沙
藏
本―

朙
藏
本―

海

山
仙
館
本
系
よ
り
原
型
を
留
め
て
い
る
點
が
多
い
と
は
い
え
、
そ
の
逆
と
思
わ
れ

る
部
分
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
釋
文
硏
究
を
困
難
に
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
諸
本

閒
の
異
同
に
つ
い
て
は
詳
論
せ
ず
、
特
に
言
及
す
べ
き
必
要
な
し
と
判
斷
で
き
る

限
り
、
上
田
正
一
九
八
六a

の
底
本
で
あ
る
叢
書
集
成
本
の
代
用
と
し
て
、
同

治
八
年
仁
和
曹
氏
重
刊
本
を
使
用
す
る
（
但
し
出
現
箇
所
は
叢
書
集
成
本
で
提
示
）。

兩
者
に
は
と
き
に
微
細
な
差
異
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
の
論
旨
に
は
影
響
し
な

い
。
テ
キ
ス
ト
閒
の
異
同
が
議
論
に
影
響
す
る
場
合
に
限
り
、
テ
キ
ス
ト
名
（
本

論
末
尾
參
照
）
を
擧
げ
る
。

『
玄
應
音
義
』
や
『
慧
琳
音
義
』
の
よ
う
な
初
朞
の
佛
典
音
義
は
無
か
ら
全
て

を
獨
力
で
作
り
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
多
く
の
參
考
文
獻
の
名
歬
が

擧
が
り
、
小
學
書
に
止
ま
ら
ず
經
史
子
集
の
多
岐
に
亙
る
樣
々
な
文
獻
か
ら
訓
釋

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
當
時
利
用
可
能
で
あ
っ
た
あ
ら
ゆ
る
文
獻
の
音

㊟
、
義
㊟
を
縱
橫
無
盡
に
使
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
引
用
を
含

め
て
、
文
獻
全
體
を
玄
應
、
慧
琳
の
獨
創
、
統
一
體
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
歬
提
で
調
査
分
析
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
義
㊟
が
、
大

意
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
字
句
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
量
的
な
調
整
を
圖
る
こ
と
が
比

較
的
容
易
で
あ
る
の
に
對
し
、
反
切
は
誰
も
が

單
に
作
り
出
せ
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
先
行
小
學
書
に
見
え
る
も
の
が
墨
守
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
取
り
込
ま
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
著
者
が
體
現
す
る
音
韻
體
系
に
合
致
す
る
が
故
の
引

用
と
い
う
歬
提
で
分
析
が
進
め
ら
れ
る
の
が
通
常
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う

か
。
音
韻
硏
究
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
引
用
が
異
質
な
要
素
の
混
入
を
許
す
と

い
う
點
に
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

玄
應
は
そ
の
事
蹟
が
詳
ら
か
で
は
な
い
。
周
法
高
一
九
四
八a

は
神
田
一
九

三
三
に
基
づ
き
、
長
安
方
言
の
話
者
と
見
做
し
、『
玄
應
音
義
』
に
は
長
安
方
音

が
反
映
し
て
い
る
と
し
た
が
、
反
切
の
整
理
結
果
が
槪
ね
『
切
韻
』
の
體
系
と
變

わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
陳
寅
恪
一
九
四
八
を
承
け
て
、
周
法
高
一
九
四
八a

を

周
法
高
一
九
六
八a

、
周
法
高
一
九
六
八b

に
收
錄
す
る
際
に
「
七
世
紀
歬
半
の

首
都
所
在
地
の
長
安
方
言
（
七
世
紀
上
半
首
都
所
在
地
的
長
安
方
音
）」（
三
七
六
頁
）

と
し
て
い
た
の
を
「
七
世
紀
歬
半
の
首
都
士
大
夫
階
級
の
讀
書
音
（
七
世
紀
上
半

首
都
士
大
夫
階
級
的
讀
書
音
）」（
一
九
六
八a

、
一
七
〇
頁
；
一
九
六
八b

、
二
一
二
頁
）

『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切

　
　

―

中
古
效
攝
所
屬
字
の
分
析―

�
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田
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日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

四
六

用
と
す
る
譯
に
は
行
か
な
い
。
何
故
な
ら
、『
玄
應
音
義
』
は
成
書
年
代
が
、
神

田
一
九
三
三
の
考
證
に
よ
り
六
五
四―

六
六
一
頃
と
推
定
さ
れ
、『
切
韻
』（
六
〇

一
）
に
遲
れ
る
こ
と
僅
か
五
十
年
ほ
ど
で
、
も
し
『
玄
應
音
義
』
が
『
切
韻
』
を

利
用
し
て
い
る
な
ら
ば
、
原
本
『
切
韻
』
若
し
く
は
そ
の
早
朞
の
改
訂
本
に
基
づ

い
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
『
切
韻
』
系
韻
書
は
後
の
も
の
ほ
ど
、

小
韻
收
錄
字
數
が
增
え
、
釋
文
も
煩
瑣
に
な
っ
て
行
く
。『
廣
韻
』（
一
〇
〇
八
）

は
そ
の
最
終
決
定
版
で
あ
っ
て
、
現
存
す
る
他
の
『
切
韻
』
系
韻
書
テ
キ
ス
ト
の

い
ず
れ
よ
り
も
多
く
の
增
加
字
を
含
み
、
釋
文
の
字
數
も
大
幅
に
增
え
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
、『
玉
篇
』
を
利
用
し
た
結
果
ら
し
く
思
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
影

響
關
係
を
見
る
上
で
判
斷
を
誤
る
虞
が
あ
る
。
反
切
の
面
で
も
『
廣
韻
』
獨
自
と

思
わ
れ
る
改
訂
が
あ
り
、
そ
れ
が
『
玉
篇
』
反
切
と
一
致
す
る
場
合
が
あ
り
、
音

韻
の
面
で
も
同
樣
の
危
險
が
あ
る
。

以
下
に
廣
韻
を
切
韻
の
代
用
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
例
の
一
端

を
擧
げ
る
。
い
ず
れ
も
『
廣
韻
』
が
『
玉
篇
』
の
反
切
、
釋
文
を
利
用
し
た
可
能

性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
（
下
線
部
が
該
當
部
分
）。
以
下
の
擧
例
で
は
、
テ
キ
ス
ト

名
（
略
稱
は
末
尾
參
照
））
を
太
字
に
し
、『
』
は
附
さ
な
い
。

1）
矯　

原
本
切
韻　
矯　
或
作

。
居
沼
反
。
三
。　

…
…　
　

輯
斠4/2817

切
三　
矯　
或
作

。
居
沼
反
。
三
。

王
三　
矯　
居
沼
反
。
或
作
矯
。
七
。

廣
韻　
矯　
詐
也
。
…
…
居
夭
切
。
十
二
。

玉
篇
佚
文　
不
矯
威
儀　

�

矯
，
居
夭
切
。『
賈
㊟
國
語
』
曰
：
行
非
先
王
之
法
，

曰
矯
。『
玉
篇
』
曰
：
矯
，
假
也
。
詐
也
。
…
…
王
逸

㊟
『
楚
辭
』
曰
：
眞
也
。『
爾
雅
』
曰
：
勈
也
。『
蒼
頡

と
改
め
た（
１
）。
こ
れ
に
對
し
太
田
一
九
九
八ab

は
『
玄
應
音
義
』
で
は
書
名
を
提

示
す
る
こ
と
が
な
い（
２
）も
の
の
、
小
島
一
九
八
六
、
一
一
九
頁
の
い
う
「「
蔭け

」
の

小
學
書
」（
使
用
に
當
り
、
こ
と
さ
ら
書
名
を
擧
げ
る
に
及
ば
な
い
誰
も
が
知
る
常
用
辭

書
）
と
し
て
『
玉
篇
』
が
縱
橫
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
反
切
も
が
大
量
に
取
り
込
ま

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
『
切
韻
』
音
系
に
似
た
『
玉
篇
』
音
系
（
江
南

讀
書
音
の
體
系
と
さ
れ
る
）
が
そ
こ
に
反
映
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
主
張
し

た
。
そ
し
て
長
安
音
、『
切
韻
』
音
に
は
な
い
江
南
音
の
特
徵
（
從
母―

邪
母
の
混

同
な
ど
）
が
『
玄
應
音
義
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
こ
れ
に
よ
り
說
朙
で
き
る
と
指

摘
し
た
。

⒉　

切
韻
系
韻
書
に
つ
い
て

反
切
だ
け
み
る
と
、『
玄
應
音
義
』
に
は
『
切
韻
』
と
被
切
字
、
上
下
字
の
三

者
が
一
致
す
る
が
、
原
本
『
玉
篇
』
と
は
一
致
し
な
い
と
い
う
も
の
も
少
な
く
な

い
。『
玄
應
音
義
』
に
は
『
切
韻
』
と
い
う
書
名
は
全
く
現
れ
な
い
。
も
し
『
玉

篇
』
の
み
な
ら
ず
、『
切
韻
』
に
つ
い
て
も
書
名
を
擧
げ
ず
に
利
用
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、『
切
韻
』
が
も
う
一
つ
の
「
蔭
」
の
存
在
（「
蔭
の
韻
書
」）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
原
本
『
切
韻
』
は
釋
文
が
甚
だ

單
で
、
殆
ど
が

數
字
に
留
ま
り
、
中
に
は
釋
文
を
缺
く
場
合
さ
え
あ
る
。
こ
の
た
め
反
切
が
一
致

し
て
い
て
も
、
義
㊟
の
一
致
に
は
賴
れ
な
い
。
他
方
、『
玄
應
音
義
』
の
側
で
も

譯
音
な
ど
で
は
反
切
の
み
擧
げ
、
義
㊟
を
缺
く
。
中
に
は
『
切
韻
』
と
『
玉
篇
』

の
雙
方
の
反
切
に
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
。
つ
ま
り
『
切
韻
』
と
『
玄
應
』
の
反

切
が
そ
も
そ
も
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
玄
應
が
『
切
韻
』
を
利
用
し
た
と

證
朙
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
が
、
本
稿
で
は
效
攝
諸
韻
字
を
對
象
に
、
量
的
な

面
も
踏
ま
え
て
『
切
韻
』
の
利
用
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。

『
玄
應
音
義
』
と
『
切
韻
』
を
比
較
す
る
に
當
り
、『
廣
韻
』
を
『
切
韻
』
の
代



『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切

四
七

を
表
す
「
丶
」
は
「
也
」
に
置
き
換
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
元
々
「
也
」
と
表
記

し
て
い
る
場
合
と
區
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
の
議
論
に
影
響
す
る

こ
と
は
な
い
。
異
體
字
及
び
誤
字
は
論
旨
に
支
障
を
來
た
さ
な
い
範
圍
で
通
行
字

で
代
用
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
該
當
部
分
が
缺
損
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
一
々
言

及
し
な
い
。
原
本
『
切
韻
』
は
李
永
富
一
九
七
三
に
據
る
。
倂
せ
て
擧
げ
る
「
英

倫
、
切
三
、
王
一
、
王
二
、
王
三
」
等
の
『
切
韻
』
系
韻
書
テ
キ
ス
ト
も
同
樣
。

『
玉
篇
』
佚
文
は
馬
淵
一
九
五
二
で
出
現
箇
所
を
確
認
し
た
が
、
引
用
箇
所
の
認

定
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
從
っ
て
い
な
い
。
他
、
高
山
寺
古
辭
書
㊮
料
第
一
の
宮

澤
俊
雅
編
「
揭
出
字
一
覽
表
」
か
ら
、
大
き
な
恩
惠
を
蒙
っ
た
こ
と
を
特
筆
し
て

お
き
た
い
。
こ
れ
ら
に
示
さ
れ
た
『
玉
篇
』
佚
文
の
出
典
名
は
そ
れ
と
分
か
る
程

度
に
、
一
部
省
略
し
た
形
で
記
す
に
止
め
る
。

⒊　
『
玄
應
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切
の
一
致

反
切
用
字
は
易
識
易
寫
で
多
音
字
で
な
い
も
の
か
ら
選
擇
さ
れ
る
の
が
常
で
あ

る
か
ら
、
偶
然
の
一
致
の
可
能
性
も
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
既
に

述
べ
た
よ
う
に
、
反
切
用
字
の
一
致
の
み
か
ら
引
用
を
證
朙
す
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
『
切
韻
』
效
攝
蕭
韻
去
聲
嘯
韻
相
當
の

『
玄
應
音
義
』
全
反
切
を
見
ら
れ
た
い（
３
）。

　

蕭
去　
嘯
韻　

透　
　

眺
：
丑
吊　
　

　
　
　

眺
：
他
吊　
　

=

切
韻

　
　
　

趒
：
他
吊　
　

=

切
韻

　
　
　

趠
：
他
吊　
　

=

切
韻　
（『
廣
韻
』
に
見
え
ず
）

　
　
　

踔
：
他
吊　
　

=

切
韻　
（『
廣
韻
』
に
見
え
ず
）

篇
』
曰
：
正
也
。
…
…　

慧
苑2/2

（
馬
淵no.1130

）

　
　
　

Cf.
不

威
儀　

�

，
居
夭
反
。『
賈
㊟
國
語
』
行
非
先
王
之
法
，
曰

。

《
玉
篇
》
曰
：

，
假
也
。
詐
也
。『
說
文
』

，
假
也
。  

慧
琳21/41

（
馬
淵no.343

）

Cf.
萬
象　
矯　

几
趙
反
。
詐
。　

5/35a1

Cf.
宋
玉　
矯　

几
兆
切
。
强
也
。
詐
也
。
揉
箭
箝
皃
。　

2/56a6

2）
矯

原
本
切
韻　
嘲　
張
交
反
。
三
。
…
…　

輯
斠2/62/10

切
三　
嘲　
張
交
反
。
三
。　

…
…

王
二　
謿　

張
交
反
。
亦
嘲
。
又
啁
嘐
。
四
。　

…
…

王
三　
嘲　
張
交
反
。
言
調
。
三
。　

…
…

刊　
　
嘲　
丶
，
言
語
。
戲
啁
詡
。
張
交
反
。
五
。　

…
…

廣
韻　
嘲　
言
相
調
也
。
陟
交
切
。
五
。　

…
…

玉
篇
佚
文　
嘲
之　

�

上
陟
交
反
。『
蒼
頡
篇
』
云
：
嘲
，
調
也
。
顧
野
王
云
：
嘲

謂
相
戲
調
也
。『
說
文
』
從
口
，
朝
聲
也
。
慧
琳89/16b

（
馬
淵no.276232

）

宋
玉　
嘲　

陟
交
切
。
言
相
調
也
。　

1/50a5

＝
元
玉96/3

な
お
本
稿
で
は
、『
玉
篇
』
は
原
本
の
趣
を
傳
え
る
所
謂
「
原
本
系
『
玉
篇
』」

と
宋
本
、
元
本
な
ど
大
幅
な
改
訂
を
經
た
後
の
『
玉
篇
』
と
で
大
き
な
違
い
が
あ

る
の
で
、
區
別
し
て
歬
者
を
單
に
『
玉
篇
』、
後
者
を
『
宋
本
玉
篇
』、『
元
本
玉

篇
』
と
稱
す
る
。
以
下
、
例
示
に
當
り
、
韻
書
、
辭
書
の
揭
出
字
は
太
字
に
し
て

釋
文
と
の
對
比
を
朙
瞭
に
す
る
。
頁
の
表
裏
はa,b

で
、
卷
上
中
下
は1,2,3

で

示
す
。
重
文
號
（
踊
り
字
）
は
一
律
「
丶
」
で
代
用
す
る
。
寫
本
に
現
れ
る
「
也
」
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四
八

音
關
係
に
あ
る
字
の
反
切
を
二
書
か
ら
援
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

念
の
爲
、
以
下
で
釋
文
に
つ
い
て
も
檢
討
を
加
え
る
。

⒋　

一
致
反
切
の
現
れ
る
揭
出
字
の
釋

『
玉
篇
』
の
場
合
は
反
切
の
み
な
ら
ず
、
長
文
の
義
㊟
も
ま
た
手
掛
か
り
に
で

き
た
。
長
文
の
義
㊟
が
一
致
す
る
こ
と
は
偶
然
で
は
㊒
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

當
時
の
小
學
書
で
現
存
す
る
も
の
は
數
少
な
く
、『
玉
篇
』
を
直
接
引
用
し
た
と

證
朙
す
る
こ
と
は
難
し
い
が（
４
）、『
玄
應
』
と
『
玉
篇
』
が
音
、
義
雙
方
で
一
致
す

れ
ば
、『
玄
應
』
は
獨
創
で
な
く
、『
玉
篇
』
そ
の
も
の
或
い
は
『
玉
篇
』
所
據
文

獻
か
ら
引
用
し
た
で
あ
ろ
う
と
言
え
る
。
そ
れ
に
對
し
、『
切
韻
』
の
場
合
は
既

に
述
べ
た
よ
う
に
釋
文
が
數
字
し
か
な
い
場
合
が
殆
ど
で
、
釋
文
を
全
く
缺
く

場
合
さ
え
あ
る
か
ら
、
偶
然
の
一
致
を
排
除
し
難
い
。『
切
韻
』
の
場
合
は
『
玉

篇
』
に
比
べ
、
引
用
を
證
朙
す
る
の
は
一
層
困
難
な
の
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
釋
文
に
つ
い
て
も
檢
討
を
加
え
る
こ
と
は
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。

以
下
に
歬
揭
の
『
切
韻
』
反
切
と
一
致
す
る
反
切
が
付
さ
れ
た
『
玄
應
音
義
』
の

揭
出
字
の
釋
文
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、『
玉
篇
』
と
倂
せ
て
見
て
行
く
こ
と
に

す
る
。
原
本
『
切
韻
』
と
一
致
す
る
部
分
に
は　

、『
玉
篇
』
と
の
み
一
致
す
る

部
分
に
は　

を
付
す
。
歬
者
に
は
『
玉
篇
』
と
も
一
致
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。

原
本
『
切
韻
』
に
は
見
え
ず
、
後
の
『
切
韻
』
系
韻
書
に
の
み
見
え
る
一
致
に
は

　

を
付
け
な
い
。

1）
眺

玄
應　
求
眺　
他
弔
反
。『
說
文
』
眺
，
視
也
。
亦

也
。
察
也
。　

314/3
原
本
切
韻　
糶　
賣
米
也
。
他
弔
反
。
六
。　

眺　
視
。　

…
…　

輯
斠353/11

王
二　
糶　
他
弔
反
。
賣
米
。
六
。　

眺　
視
。　

…
…

　
　
　

跳
：
他
吊　
　

=

切
韻　
（『
廣
韻
』
に
見
え
ず
）

定　
　

銚
：
徒
吊　
　

=

切
韻

　
　
　

掉
：
徒
吊　
　

=

切
韻

　
　
　

調
：
徒
吊　
　

=

切
韻

泥　
　

：
乃
吊

　
　
　

溺
：
乃
吊

　
　
　

尿
：
奴
吊　
　

=

切
韻

來　
　

燎
：
力
吊　
　

=
切
韻　
（『
廣
韻
』
に
見
え
ず
）

見　
　

徼
：
古
吊　
　

=
切
韻

　
　
　
噭
：
古
吊　
　

=

切
韻

溪　
　

竅
：
苦
吊　
　

=

切
韻

　
　
　

竅
：
口
吊

　
　
　

撽
：
口
吊

影　
　

黝
：
一
吊　
　
　
　
　
　
（
被
切
字
「
黝
」
は
黝
韻
）

傍
線
を
附
し
た
部
分
は
『
玉
篇
』
と
一
致
す
る
。「（『
廣
韻
』
に
見
え
ず
）」
と
の

㊟
記
は
、
被
切
字
が
ど
の
『
切
韻
』
系
韻
書
テ
キ
ス
ト
の
當
該
箇
所
に
も
現
れ
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。
出
現
頻
度
は
省
略
。
全
一
九
例
中
、『
玉
篇
』
と
一
致
が

一
二
、『
切
韻
』
の
み
と
一
致
が
七
、
雙
方
と
一
致
が
五
、
ど
ち
ら
に
も
一
致
し

な
い
も
の
が
〇
で
あ
る
。『
玉
篇
』
と
一
致
し
な
い
反
切
は
全
て
『
切
韻
』
と
一

致
し
て
い
る
。
中
に
は
『
玉
篇
』、『
切
韻
』
の
雙
方
と
一
致
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
嘯
韻
は
收
錄
小
韻
數
が
少
な
い
と
は
い
え
、
こ
れ
を
偶
然
の
一
致
と
片
付
け

る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
『
玄
應
音
義
』
に
お
い
て
『
切
韻
』
も
ま
た
も
う
一

つ
の
「
蔭
の
辭
書
」（
蔭
の
韻
書
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
被
切
字
が
『
玉
篇
』、『
切
韻
』
に
現
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同



『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切

四
九

　
　
　

跳
趠　

逹
澆
反
。
謂
縣
（
≳
懸
）
擲
也
。
下
敕
校
、
他
弔
二
反
。
遠
也
。

807/9

原
本
切
韻　

�

糶　

賣
米
也
。
他
弔
反
。
六
。　

眺　

視
。　

趒　

越
。　

覜
聘
。

　
　
　
　
　
　
　

咷　

叫
咷
。　

窱　

窱
。
又
吐
鳥
反
。　

輯
斠353/11

　
　
（
”趠
“
を
收
錄
せ
ず
。
王
二
、
王
三
、
唐
韻
、
廣
韻
同
じ
）

　
　
　

Cf.
趠　

行
皃
。
禇
敎
反
。
二
。　

輯
斠377/7

萬
象　
趠　

丑
校
反
。

遠
也
。　

3/55a1

宋
玉　
趠　

丑
孝
切
。
行
皃
。
丑
角
切
。　

1/97a7

元
玉　
趠　

丑
孝
切
。
行
皃
。
丑
角
切
。
跳
也
。　

160/9

4）
踔　
（『
切
韻
』
未
收
。
2
趒
、
3
趠
、
5
跳
と
異
體
字
の
關
係
に
あ
る
か
）

玄
應　
踔
擲　

丑
罩
，
丑
格
二
反
。『
方
言
』
踔
，
蹇
也
。
郭
璞
曰
：
跛
者
行
跳

踔
不
歬
也
。
今
宜
借
音
他
弔
反
。
字
體
作
趒
。
趒
，
擲
之
也
。

『
韻
集
』
云
：
趒
，
越
之
也
。　

594/3

原
本
切
韻　
糶　

�

賣
米
也
。
他
弔
反
。
六
。　

眺　

視
。　

趒　

越
。　

覜　

聘
。

　
　
　
　
　
　
　

咷　

叫
咷
。　

窱　

窱
。
又
吐
鳥
反
。　

輯
斠353/11

（
”踔
“
を
收
錄
せ
ず
。
王
二
、
王
三
、
唐
韻
、
廣
韻
同
じ
）

　
　
　

Cf.
（
趠
：
行
皃
。
禇
敎
切
。
二
）　

踔　
猨
跳
。　

6/377/7　

效
韻

　
　
　

Cf.
（
逴
：�

遠
。
一
曰
驚
夜
。
敕
角
反
。
三
。）　

踔　
跛
。　

8/72/9　

覺
韻

Cf. 　

廣
韻　
（
趠
：
行
皃
。
丑
敎
切
。
二
）　

踔　
猨
跳
。　

416/4　

效
韻

　
　
　
　
　
（
逴
：
敕
角
切
）　

踔　
跛
也
。　

467/3　

覺
韻

萬
象　
踔　
彥
（
≳
敕
）
卓
反
。
蹇
（
？
）
也
。
踶
（
≳
跛
）
也
。
蹔
也
。2/54a1

宋
玉　
踔　

卓
切
。
跛
也
。
踸
踔
，
跛
者
行
。　

1/66a5　

p.33

下

元
玉　
踔　
敕
卓
切
。
踸
踔
，
跛
行
也
。　

118/10

；

　
　
　
　
　
　
　

Cf.
　

丑
孝
切
。
蹇
也
。
或
作
踔
。　

308/12

王
三　
糶　
他
弔
反
。
賣
（
米
）。
六
。　

眺　
視
丶
。　

…
…

唐
韻　
糶　
賣
米
。
他
弔
反
。
七　

眺　
視
。　

…
…

廣
韻　
糶　
賣
米
也
。
他
弔
切
。
十
。　

眺　
視
也
。　

…
…

萬
象　
眺　
丑
弔
反
。

也
。
察
（
也
。）　
視
也
。　

1/96a5

宋
玉　
眺　
丑
弔
切
。
眺
，

也
。　

1/43a4

＝
元
玉86/10

2）
趒　
　
（
宋
玉
、
元
玉
反
切
と
も
一
致
）

玄
應　
趒
小　

又
作
踔
同
。
他
弔
反
。
謂
趒
，
擲
也
。『
韻
集
』
云
：
趒
，
越

也
。
亦
懸
擲
也
。
…
…　

408/5

　
　
　

趒
牆　

他
弔
反
。
跳
（
≳
趒
），
擲
也
。『
韻
集
』
云
：
趒
，
越
也
。
亦
懸

擲
也
。
…
…　
　

543/9

　
　
　

趒
擲　

他
弔
、
直
彫
二
反
。
…
…
『
韻
集
』
云
：
趒
，
越
也
。
今
言
趒
，

擲
，
是
也
。　
　

648/4

　
　
　

趒
梁　

他
弔
反
。
趒
，
擲
也
。『
韻
集
』
云
：
趒
，
越
也
。　

893/5　

原
本
切
韻　
糶　

�

賣
米
也
。
他
弔
反
。
六
。　
…
…
趒　
越
。　
…
…　
輯
斠353/11

王
二　
糶　
他
弔
反
。
賣
米
。
六
。　

趒　

越
。　

…
…

王
三　
糶　
他
弔
反
。
賣
（
米
）。
六
。　

趒　

越
丶
。　

…
…

唐
韻　
糶　
賣
米
。
他
弔
反
。
七　

…
…
趒　

越
。　

…
…

廣
韻　
糶　
賣
米
也
。
他
弔
切
。
十
。　

…
…
趒　

越
也
。　

…
…

萬
象　
趒　

逹
勿
（
≳
弔
）
反（
５
）。
雀
行
也
。
跳
也
。　

3/56a3

宋
玉　
趒　

他
弔
、
徒
聊
二
切
。
雀
行
也
。　

1/96b10

＝
元
玉161/7

3）
趠　
（
原
本
『
切
韻
』
未
收
。
2
趒
、
4
踔
、
5
跳
と
異
體
字
の
關
係
か
）

玄
應　
趠
　

丑
校
、
他
弔
二
反
。『
上
林
賦
』
趠
，
稀
閒
。
郭
璞
曰
：
懸
擲

也
。『
說
文
』
遠
也
。　

243/6
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五
〇

此
音
。
銚
形
似
鎗
而
無
腳
，
上
加
踞
龍
爲
襻
也
。
…
…　

麗

14/23/9

　
　
　

索
鐎　

今
作
銚
同
。
子
（
≳
予
）
消
反
。『
韻
集
』
云
：
溫
器
也
。
三
足

㊒
柄
。『
字
林
』
云
：
鐎
，
容
一
斗
，
似
銚
。
又
音
遙
，
一
音
徒

弔
反
。　

726/4

原
本
切
韻　
藋
：�

菜
。
徒
弔
反
。
三
。　

銚　
燒
器
。
又
以
招
反
。　

掉　
振
。

搖
。
又
徒
了
反
。　

輯
斠6/356/5

　
　
　

Cf.
（
遙
：
餘
招
反
。
十
八
。）　

銚　
燒
器
。
又
徒
弔
反
。　

2/47/1

王
一　
藋　
徒
弔
反
。
菜
。
亦
作

。　

銚　
燒
器
。　

…
…

王
二　
藋　
徒
弔
反
。
菜
。
五
。　

銚　
燒
器
。
又
以
招
（
？
）
反
。　

…
…

王
三　
藋　
徒
弔
反
。
菜
。
亦
作

。
四
。　

銚　
燒
器
。　

…
…

唐
韻　
藋　
藜
藋
。
徒
弔
反
。
五
。　

銚　
燒
器
。
又
音
姚
。　

…
…

廣
韻　
藋　
藜
藋
也
。
徒
弔
反
。
七
。　

銚　
燒
器
。
又
音
姚
。　

…
…

萬
象　
銚　
余
招
反
。
溫
器
。　

5/49b5

宋
玉　
銚　
弋
昭
切
。
溫
器
也
。　

2/61a10　

=

元
玉255/11

　
　
　
Cf.
　

余
招
切
。

芅
，
羊
桃
也
。『
詩
』
亦
作
銚
。　

2/23b6

Cf.
元
玉　

　

余
招
切
。
銚
芅
。『
詩
』
亦
作
銚
。　

197/13

7）
掉　
（
反
切
は
『
玉
篇
』
と
も
一
致
）

玄
應　

戰
掉　

徒
弔
反
。『
字
林
』
掉
，
搖
也
。『
廣
雅
』
掉
，
震
（
≳
振
）、
動

也
。
…
…　

63/3

　
　
　

掉
臂　

徒
弔
反
。『
廣
雅
』
云
：
掉
，
動
也
。
又
『
說
文
』
云
：
掉
，
搖

也
。　

658/5
　
　
　
掉
衣　

徒
弔
反
。『
廣
雅
』
云
：
掉
，
振
、
搖
、
動
也
。
…
…　

687/2

　
　
　
掉
捎　

徒
弔
反
。
掉
，
搖
也
、
振
也
。
…
…　

763/7

5）
跳　
（
原
本
『
切
韻
』
未
收
。
2
趒
、
3
趠
、
4
踔
、
5
跳
の
異
體
字
と
見
る
べ
き
か
）

玄
應　
三
跳　
他
弔
反
。
逹
澆
反
。
謂
懸
擲
也
。　

77/2

；
磧2/8a3

玄
應　
三
跳　
他
吊
、
逹
澆
二
反
。
謂
懸
擲
也
。　

麗2/18/6
原
本
切
韻　
糶　

�

賣
米
也
。
他
弔
反
。
六
。　

眺　

視
。　

趒　

越
。　

覜　

聘
。  

咷　

叫
咷
。　

窱　

窱
。
又
吐
鳥
反
。　

輯
斠6/353/11

（
”跳
“
を
收
錄
せ
ず
。
王
二
、
王
三
、
唐
韻
、
廣
韻
同
じ
）

玉
篇
佚
文　
跳
躍　

上
調
寮
反
，
下
羊
灼
反
。
顧
野
王
云
，
跳
躍
謂
騰
躍
也
。

『
說
文
』
二
字
竝
從
足
，
兆
、
翟
聲
也
。　

慧
琳69/8　
（
馬

淵no.430
）

　
　
　
　
　

跳
躑　

�

蹶
也
。
蹶
也
（
此
二
字
衍
字
）。
踦
也
。
踊
也
。
類
聚110  

（
馬
淵no.430
）

　
　
　
　
　

跳
躑　

上
迢
。
弘
云
：
躍
也
。
上
也
。『
廣
』
云
：
他
弔
、
逹
澆

（
？
）
反
。
懸
擲
也
。『
玉
』
云
：
蹶
也
。
蹶
也
。
踦
也
。
踊

也
。
弘110　
（
馬
淵no.430
）

萬
象　
跳　
徒
彫
反
。
躍
也
。
上
也
。　

2/54b2

宋
玉　
跳　
徒
彫
切
。『
說
文
』
蹶
也
。
一
曰
跳
也
。　

1/66a8　

元
玉　
跳　
徒
彫
切
。
竝
足
蹶
起
也
。　

118/9

6）
銚　
（
も
う
一
つ
の
反
切
は
『
玉
篇
』
反
切
と
一
致
）

玄
應　
須
銚　

古
文
鐎
同
。
余
招
反
。『
廣
雅
』
鋗
謂
之
銚
。『
說
文
』
溫
器

也
。
似
鬲
上
㊒
鐶
。
山
東
行
此
音
。
又
徒
弔
反
。
今
江
南
㊒
銅

銚
，
形
似
鎗
而
無
腳
，
上
加
踞
龍
爲
襻
也
。
…
…　

657/7

；
磧

14/11a6

玄
應　
須
銚　

古
文
鐎
同
。
余
招
反
。『
廣
疋
』
鋗
謂
之
銚
。『
說
文
』
溫
器
也
。

似
鬲
上
㊒
鐶
。
山
東
行
此
音
。
又
徒
吊
（
≳
弔
）
反
。
江
南
行



『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切

五
一

429/1

原
本
切
韻　
藋　

�

菜
。
徒
弔
反
。
三
。　

銚　
燒
器
。
又
以
招
反
。　

掉　
振
。

搖
。
又
徒
了
反
。　

輯
斠6/356/5

（
”調
“
を
收
錄
せ
ず
。
王
一
、
王
三
同
じ
）

王
二　
藋　
徒
弔
反
。
菜
。
五
。　

…
…　

調　
嘲
。
又
音
條
。　

…
…

唐
韻　
藋　
藜
藋
。
徒
弔
反
。
五
。　

…
…
調　
選
也
。
韻
調
也
。
又
音
苕
。　

…
…

廣
韻　
藋　
藜
藋
也
。
徒
弔
反
。
七
。　

…
…
調　
選
也
。
韻
調
也
。
又
音
苕
。  

…
…

玉
篇
佚
文　
調
㊜　

上
『
玉
』
徒
堯
反
。
鄭
曰
：
調
，
猶
合
和
也
。
又
音
徒
弔

反
。
如
淳
曰
：
調
，
選
也
。『
廣
雅
』
調
，
欺
也
。
調
，
賣

也
。
調
，
求
也
。
啁
，
調
也
。
又
音
陟
流
反
。『
毛
傳
』
曰
：

調
，
朝
也
。　

大
乘
理
趣32

萬
象　
調　
徒
堯
反
。
合
和
也
。
選
也
。
朞
（
≳
欺
）
也
。
賣
也
。　

3/10b6

宋
玉　
調　

徒
聊
切
。
和
合
。
又
大
弔
切
。
選
，
調
也
。
又
度
也
。
求
也
。　

1/83b2

元
玉　
調　
徒
聊
切
。
和
合
。
大
弔
切
。
選
也
。　

147/9

9）
尿　
（『
切
韻
』
で
は
小
韻
代
表
字
）

玄
應　
立

（=

尿
）　�

又
作

同
。
奴
弔
反
。『
字
林
』

（=

尿
），
小
便
也
。

『
通
俗
文
』
出
脬
爲

（=

尿
）。
醫
方
多
作
溺
。
古
字
假

借
也
。
…
…　

1078/8　
　

原
本
切
韻　
尿　
奴
弔
反
。
一
。　

輯
斠6/355/12

英
倫　
尿　
奴
弔
反
。
□
□
□　
　
　
　

『
說
文
』
作
，
從
尾
，
水
聲
。

王
一　
尿　
奴
弔
反
。
小
便
。
正
作
溺
，
或
作

。
一
。　

　
　
　
掉
臂　

徒
弔
反
。『
廣
雅
』
掉
，
動
、
搖
也
。　

767/5
　
　
　
爲
掉　
徒
弔
反
。『
字
林
』
掉
，
搖
也
。『
廣
雅
』
掉
，
振
、
動
也
。
…
…  

830/9

原
本
切
韻　
藋　

�

菜
。
徒
弔
反
。
三
。　

…
…
掉　
振
。
搖
。
又
徒
了
反
。　

輯

斠6/356/5

王
一　
藋　
徒
弔
反
。
菜
。
亦
作

。
…
…
掉
（
以
下
缺
損
）
…
…

王
二　
藋　
徒
弔
反
。
菜
。
五
。　

…
…
掉　
振
。
搖
也
。
又
徒
了
反
。　

…
…

王
三　
藋　
徒
弔
反
。
菜
。
亦
作

。
四
。
…
…
掉　
振
丶
。
…
…

唐
韻　
藋　
藜
藋
。
徒
弔
反
。
五
。　

…
…
掉　
振
也
。
搖
也
。
又
徒
了
反
。　

…
…

廣
韻　
藋　

�

藜
藋
也
。
徒
弔
反
。
七
。　

…
…
掉　
振
也
。
搖
也
。
又
徒
了
切
。  

…
…

玉
篇　
戰
掉　

�

…
…
下
『
玉
』
徒
弔
反
。
動
也
。
賈
逵
曰
：
掉
，
搖
也
。『
廣

雅
』
掉
，
振
也
。
誶
也
。　

大
乘
理
趣10

萬
象　
掉　
徒
弔
反
。
搖
也
。
誶
也
。　

2/34a5

宋
玉　
掉　
徒
弔
切
。
搖
也
。　

1/59a5

＝
元
玉113/6

　
　
　

Cf.
（
窕
：
窈
窕
。
徒
了
反
。
二
）　　
　

輯
斠4/275/11

（
”掉
“，
原
本
『
切
韻
』
上
聲
「
徒
了
反
」
小
韻
に
未
收
。
切

三
同
じ
。
王
一
、
王
三
、
廣
韻
に
は
見
え
る
）

8）
調　
（『
玉
篇
』
反
切
と
も
一
致
）

玄
應　

嘲
調　

正
字
作
啁
同
。
竹
包
反
。
下
徒
弔
反
。『
蒼
頡
篇
』
云
：
啁
，
調

也
。
謂
相
調
戲
也
。
…
…
。『
字
林
』
欺
調
也
。
…
…　

104/8

　
　
　

調
戲　

徒
弔
反
。
謂
相
嘲
調
也
。
弄
也
。
…
…　

230/9

　
　
　

調
投　

徒
弔
反
。『
廣
雅
』
云
：
調
，
欺
也
。
調
，
賣
也
。
啁
，
調
也
。  



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

五
二

燎
，
乾
也
。　

399/3

原
本
切
韻　

　

�

顤
，
長
頭
。
力
弔
反
。
四
。　

尥　

牛
脛
交
。　

嫽　

嫽

悷
。
又
落
蕭
反
。　

料　
度
。
又
落
蕭
反
。　

輯
斠6/357/5

　
　
（
”燎
“
を
收
錄
せ
ず
。
王
一
、
王
二
、
王
三
、
唐
韻
、
廣
韻
い
ず
れ
も
未
收
）

　
　
　

Cf.
燎　
照
。
力
召
反
。
又
力
小
反
。
四
。　

輯
斠6/366/7

　
　
　

Cf.
繚　

�

繚
繞
。
力
小
反
。
二
。　

燎　

炙
。
或
作
爒
。　

輯
斠

4/284/1
3 （

６
）　

　
　
　

Cf.
燎　
庭
火
。
力
昭
反
。
又
力
照
反
。
一
。　

輯
斠2/54/6

萬
象　
燎　
力

（
≳
昭
）
反
。
庭
火
也
。　

5/138a4

玉
篇　
焚
燎　

�

下
『
玉
』
力
昭
、
力
弔
二
反
。『
周
禮
』
邦
之
大
事
供
墳
（
≳
燌

=

焚
）
燭
庭
燎
。
鄭
眾
曰
：
墳
（
≳
燌=

焚
）
燭
以
蔴
爲
燭
也
。

鄭
玄
曰
：
墳
（
≳
燌=

焚
），
大
（
≳
火
？
）
也
。
樹
於
門
外
曰

大
燭
，
於
內
曰
庭
燎
。
鄭
玄
曰
：
門
燎
地
燭
也
。『
毛
詩
戔
（=

箋
）』
云
：
火
田
爲
燎
也
。『
說
文
』
放
火
也
。『
廣
雅
』
燎
，
乾

也
。　
大
乘
理
趣22

宋
玉　
燎　
力
弔
切
。
火
在
門
外
曰
燭
，
於
門
內
曰
庭
燎
。
國
之
大
事
樹
以
照
眾

也
。
又
放
火
也
。　

3/7a2　

　
　
　

Cf.
　

力
弔
切
。

祡
，
祭
天
也
。　

3/6a7　

元
玉　
燎　
力
弔
切
。
火
在
門
內
曰
庭
燎
。
又
放
火
也
。　

301/10

12）
徼　
（
反
切
は
『
玉
篇
』
又
切
と
も
一
致
）

玄
應　
四
徼　
古
弔
反
。
四
門
巷
也
。

歷
中
四
徼
曰
是
其
事
也
。　

133/6
　
　
　

四
徼　
古
弔
反
。
四
門
巷
也
。

中
四
徼
曰
是
其
事
也
。　
　

665/4
　
　
　

四
徼　
古
弔
反
。
四
門
巷
也
。

中
四
徼
曰
是
其
事
也
。　
　

748/5

　
　
　

徼
循　

�

又
作
邀
同
。
古
堯
、
古
弔
二
反
。
…
…
徼
，
遮
也
。
循
行
也
。

王
二　
尿　
奴
弔
反
。
亦

。
一
。　

王
三　
尿　
奴
弔
反
。
小
便
。
或
正
作

。
一
。　

唐
韻　
尿　
亦
作
弱
。
奴
弔
反
。
一
。　

廣
韻　
尿　
小
便
也
。
或
作
溺
。
奴
弔
切
。
二
。　

萬
象　

　

乃
弔
反
。
小
便
。
溲
也
。　

3/72a2

宋
玉　

　

乃
弔
切
。
人
小
便
。
今
作
尿
。　

2/7a10

＝
元
玉174/3

10）
溺=

尿

玄
應　
矢
溺　

�

又
作

。『
說
文
』
作

同
。
式
旨
反
。
糞
也
。。
下
正
體
作

、

（
≳

）
二
形
同
。
⺼
（
≳
乃
）
弔
反
。
經
文
作
，
假
借
耳
。  

635/1

玄
應　
矢
溺　

�

又
作

。『
說
文
』
作

同
。
式
旨
反
。
糞
也
。。
下
正
體
作

、

二
形
同
。
乃
弔
反
。
經
文
作
，
假
借
耳
。　

麗13/42/22

原
本
切
韻　
尿　

奴
弔
反
。
一
。　

輯
斠6/355/12

英
倫　
尿　

奴
弔
反
。
□
□
□　
　
　
　

『
說
文
』
作
，
從
尾
，
水
聲
。

王
一　
尿　

奴
弔
反
。
小
便
。
正
作
溺
，
或
作

。
一
。　

王
二　
尿　

奴
弔
反
。
亦

。
一
。　

王
三　
尿　

奴
弔
反
。
小
便
。
或
正
作

。
一
。

唐
韻　
尿　

亦
作
弱
。
奴
弔
反
。
一
。

廣
韻　
尿　

小
便
也
。
或
作
溺
。
奴
弔
切
。
二
。　

萬
象　

　

乃
弔
反
。
小
便
。
溲
也
。　

3/72a2

宋
玉　

　

乃
弔
切
。
人
小
便
。
今
作
尿
。　

2/7a10　

=

元
玉174/3

11）
燎　
（
反
切
は
『
玉
篇
』
と
も
一
致
）

玄
應　
燔
燎　

�

…
…
下
力
弔
反
。『
說
文
』
放
火
也
。
又
火
田
爲
燎
。『
廣
雅
』



『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切

五
三

之
則
苟
鉤
釽
析
辭
而
已
。
晉
灼
曰
：
此
譤
字
。　

12/4/2

　

布

反
。
…
…
野
王
案
，

，
互
呼
也
。『
說
文
』
高
聲
也
。

一
曰
大
呼
也
。『
春
秋
公
羊
傳
』
曰
：
魯
公

然
而
哭
是
。『
尒

雅
』
大
謂
之

也
。
或
爲
噭
字
。
或
爲

（
≳
叫
）
字
。
竝
在

口
部
。
或
爲

（=

訆
）
字
，
在
言
部
。　

159/3/1

玉
篇
佚
文　
噭
喚　

�

上
古
弔
反
。
噭　

顧
野
王
云
：
噭
，
呼
也
。『
說
文
』
吼

也
。
從
口
，
敫
聲
。　

慧
琳24/5

（
馬
淵no.255

）

萬
象　
噭　
古
弔
反
。
鳥
也
。
呼
也
。
孔
（
≳
吼
）
也
。
空
也
。　

2/8b4

宋
玉　
噭　
吉
弔
切
。『
說
文
』
曰
：
吼
也
。
一
曰
噭
，
呼
也
。　

1/48b1

元
玉　
噭　
吉
弔
切
。
孔
（
≳
吼
）
也
。
呼
也
。　

93/9

14）
竅　
（『
切
韻
』
小
韻
代
表
字
）

玄
應　
竅
孔　

�

苦
弔
反
。
竅
亦
孔
也
。『
說
文
』
竅
，
空
也
。『
泥
恆
經
』
作
竂
，

力
彫
反
。『
蒼
頡
篇
』
小
空
也
。　

65/1

；
磧2/2b/10　

玄
應　
竅
孔　

�

苦
吊
反
。
竅
亦
孔
也
。『
說
文
』
竅
，
空
也
。『
泥
恆
經
』
作
竂
，

力
彫
反
。『
蒼
頡
篇
』
小
窗
也
。　

麗2/5/12

原
本
切
韻　
竅　

�

穴
。
苦
弔
反
。
二
。　

（=

撽
）　

擊
。　
　

輯
斠6/356/12

王
一　
竅　
苦
弔
反
。
穴
。
三
。
…
…

王
二　
竅　
苦
弔
反
。
孔
。
二
。
…
…

王
三　
竅　
苦
弔
反
。
穴
。
二
。
…
…

唐
韻　
竅　
穴
。
苦
弔
反
。
穴
。
二
。
…
…

廣
韻　
竅　
穴
也
。
苦
弔
切
。
二
。　

…
…

玉
篇
佚
文　
竅　
口
弔
反
。
孔
也
。
空
也
。　

新
撰
字
鏡662/4

萬
象　
竅　
口
弔
反
。
孔
也
。
空
。　

3/86a4

宋
玉　
竅　
口
弔
切
。
穴
也
。
空
也
。　

2/12a7

＝
元
玉181/1

『
漢
書
音
義
』
曰
：
所
謂
遊
徼
徼
循
以
備
盜
賊
也
。　

917/3
原
本
切
韻　
叫　

�

呼
。
古
弔
反
。
五
。　

徼　
小
衟
。　

　

行
縢
。
又
古
鳥
反
。   

譥　

訐
。　

激　
水
急
。
又
古
歷
反
。　

輯
斠6/355/1

王
二　

�
（
≳
叫
）　�

古
弔
反
。
呼
也
。
從
乙
。
亦
噭
同
。
六
。　

徼　

小
衟
。  

…
…

王
三　
叫　
古
弔
反
。
亦
噭
。
五
。
…
…　

徼　
小
衟
。
…
…　

唐
韻　

�

（
≳
叫
）　�
（
≳
叫
）
呼
。
古
弔
反
。
六
。　

徼　

循
也
。
小
衟
也
。

…
…

廣
韻　
叫　
呼
也
。
古
弔
切
。
十
二
。　

…
…
徼　
循
也
。
小
衟
也
。　

…
…

萬
象　
徼　
古
堯
反
。
要
也
。
求
也
。
抄
遮
也
。　

3/48a6

宋
玉　
徼　
古
么
切
。
要
也
。
求
也
。
相
如
『
封
禪
書
』
徼
糜
鹿
之
怪
獸
。
徼
，

遮
也
。
又
古
弔
切
。
邊
（
≳
遮
？
，）
徼
也
。　

1/94a4

元
玉　
徼　
古
么
切
。
要
也
。
求
也
。
古
弔
切
。
邊
（
≳
遮
？
）
也
。　

157/3

13）
噭　
（
反
切
は
『
玉
篇
』
と
も
一
致
）

玄
應　
吹
噭　

�

又
作
嘂
譥
二
形
同
。
古
弔
反
。
噭
喚
也
。
呼
也
。
亦
鳴
也
。　

麗5/19

　
　
　

噭
嚾　

�

又
作
嘂
譥
二
形
同
。
古
弔
反
。
噭
，
呼
也
。
鳴
也
。
…
…　

618/2

原
本
切
韻　
叫　

�

呼
。
古
弔
反
。
五
。　

徼　
小
衟
。　

　

行
縢
。
又
古
鳥
反
。   

譥　

訐
。　

激　
水
急
。
又
古
歷
反
。　

輯
斠6/355/1

（
”噭
“
を
收
錄
せ
ず
。
王
一
、
王
二
、
王
三
同
じ
）

唐
韻　

�

（
≳
叫
）　�

（
≳
叫
）
呼
。
古
弔
反
。
六
。　

…
…
噭　

噭
噭
，
深

聲
。
…
…

廣
韻　
叫　
呼
也
。
古
弔
切
。
十
二
。　

…
…
噭　
噭
噭
，
深
聲
。　

…
…

玉
篇　
譥　

�

古
弔
反
。『
說
文
』
痛
呼
也
。『
蒼
頡
篇
』
大
呼
也
。
野
王
案
，
此
亦

與
噭
字
同
，
在
口
部
。
或
爲
嘂
字
，
在

部
。『
漢
書
』
及
譤
者
爲
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國
學
會
報　

第
七
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一
集

五
四

Cf.
萬
象　
　
　
窔　
一
予
（
≳
弔
）
反
。
深
皃
。　

3/87b1

Cf.
玉
篇
佚
文　
穾
（=

窔
）　�

一
予
（
≳
弔
）
反
。

。
深

（
≳
皃
）。　

新
撰
字

鏡662/5

『
玄
應
音
義
』
と
『
玉
篇
』
の
閒
で
、
他
書
か
ら
の
引
用
部
分
に
見
ら
れ
る
一

致
も
『
玉
篇
』
由
來
と
見
做
し
て
い
る
。『
玉
篇
』
の
現
存
部
分
で
確
認
で
き
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
作
業
假
說
に
は
異
論
も
あ
ろ
う
が
、
重
大
な
判
斷
ミ

ス
を
招
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
義
㊟
に
關
し
て
も
、
決
定
的

と
は
言
え
な
い
が
、
一
定
の
類
似
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
そ
の
利
用
の

仕
方
は
『
玉
篇
』
と
『
切
韻
』
の
反
切
と
釋
文
を
切
り
離
し
て
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う

に
接
合
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
與
え
る
。
義
㊟
の
場
合
は
「『
玉
篇
』
曰
～
」、

「
野
王
案
～
」
の
歬
の
部
分
も
ま
た
『
玉
篇
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
場
合
が
あ
る

が
、
反
切
に
つ
い
て
は
槪
ね
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
太
田
一
九
九
八b

で
は
『
玉
篇
』
と
反
切
及
び
釋
文
が
よ
く
一
致
す
る
と
指
摘
し
た
が
、
ど
う
や
ら

全
體
を
通
し
て
み
る
と
、
そ
う
は
言
え
な
い
例
も
少
な
く
な
い
。『
切
韻
』
に
つ

い
て
は
反
切
と
釋
文
の
雙
方
が
き
れ
い
に
一
致
す
る
例
を
見
出
す
の
が
更
に
困
難

で
、
そ
れ
だ
け
か
ら
『
切
韻
』
反
切
の
利
用
を
證
朙
す
る
の
は
不
可
能
だ
が
、
既

に
指
摘
し
た
よ
う
に
嘯
韻
相
當
字
の
反
切
全
て
が
『
玉
篇
』、『
切
韻
』
に
一
致
、

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
他
韻
相
當
字
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る（
７
）と
い
う
こ
と
と

倂
せ
て
考
え
る
と
、
玄
應
が
「
蔭
の
辭
書
」
と
し
て
『
玉
篇
』
の
み
な
ら
ず
、

『
切
韻
』
を
も
利
用
し
て
い
た
と
判
斷
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ

ば
『
玄
應
』
音
系
と
『
切
韻
』
音
系
（
中
古
音
）
が
酷
似
す
る
の
は
尙
更
當
た
り

歬
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

15）
撽
（=

）　
（
原
本
『
切
韻
』、
玉
篇
、
宋
玉
、
元
玉
い
ず
れ
も
未
收
）

玄
應　
覈
身　

…
…
經
文
作
撽
，
口
吊
反
。
撽
，
擊
也
。　

541/5
原
本
切
韻　
竅
：
穴
。
苦
弔
反
。
二
。　

（=

撽
）　

擊
。　

輯
斠6/356/12

英
倫　
竅
：
穴
。
苦
吊
反
。
二
。　

（=

撽
）　

擊
。　

王
一　
竅　

苦
弔
反
。
穴
。
三
。　

（=

撽
）　

擊
。　

…
…

王
二　
竅　

苦
弔
反
。
孔
。
二
。　

（=

撽
）　

擊
。

王
三　
竅　

苦
弔
反
。
穴
。
二
。　

（=

撽
）　

擊
丶
。

唐
韻　
竅　

穴
。
苦
弔
反
。
穴
。
二
。　

（=

撽
）　
『
說
文
』
云
：
旁
擊
。

廣
韻　
竅　

穴
也
。
苦
弔
切　

（=

撽
）　

旁
擊
。
亦
作
撽
。

萬
象　

　

口
予
（
≳
弔
）
反
。
旁
擊
也
。　

2/39b2　

宋
玉　

　

口
弔
切
。『
說
文
』
曰
旁
擊
也
。　

1/57b8　

元
玉　

　

口
弔
切
。
旁
擊
曰

。　

105/10　

16）
黝

玄
應　
黝
羅　

�

於
糺
、
一
子
（
≳
弔
）
二
反
。
從
頻
婆
羅
至
黝
羅
破
，
此
數
名

也
。
亦
不
定
也
。　

51/25

　
　
　

黝
羅　

�

於
糺
、
一
弔
二
反
。
從
頻
婆
羅
至
黝
羅
破
，
此
數
名
也
。
亦
不
定

也
。　

大
治1/26a5

　
　
　

黝
羅　

�

於
糺
、
一
弔
二
反
。
從
頻
婆
羅
至
黝
羅
破
，
此
數
名
也
。
亦
不
定

也
。　

慧
琳
所
引42/6a3

原
本
切
韻　

�

　

�

窱
。
俗
作
穾
。
烏
弔
反
。
一
。　

輯
斠6/358/10

　
　
　
　
　
（
”黝
“
を
收
錄
せ
ず
。
英
倫
、
王
一
、
王
二
、
王
三
、
唐
韻
、
廣
韻
同
じ
）

萬
象　
　
黝　
於
糺
反
。
玄
也
。
塗
也
。　

5/145a2

宋
玉　
　
黝　
於
糺
切
。
玄
也
。
黑
也
。
微
靑
色
也
。　

3/9a10

元
玉　
　
黝　
於
糺
切
。
玄
，
黑
。
黝
，
靑
色
也
。　

306/7



『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切

五
五

し
か
し
な
が
ら
、『
玄
應
』
所
引
『
韻
集
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
、
も
し
こ
れ
が
忠
實
な
引
用
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
『
韻
集
』
以
下
の
釋
文

全
體
が
『
韻
集
』
由
來
で
あ
る
な
ら
ば
、『
切
韻
』
の
體
例
と
は
合
致
し
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
。

a）
菸
瘦　
『
韻
集
』
一
（
”一
“
他
本
作
”乙
“）
餘
反
。
今
關
西
言
菸
，
山
東
言

蔫
。
蔫
音
於
言
反
。
江
南
亦
言

。

又
作
萎
，
於
爲
反
。
菸
邑
無
色
也
。

　

麗10/7/22

原
本
切
韻　

於　

央
魚
反
。
五
。　

…
…
菸  

菸

，
茹
熟
皃
。
…
…　

輯
斠

1/131/4

b）
麨
籢　

又
作
匳
。『
小
學
篇
』
作

同
，
力
沾
反
。『
韻
集
』
曰
：

，
所
以

物
也
。『
說
文
』
籢
，
籢
鏡
也
。
今
江
南
亦
㊒
粉
匳
、
棊
奩
也
。　

674/5

原
本
切
韻　
廉　
力
鹽
反
。
十
。 （
”籢
“
は
未
收
）

c）
袈
裟　

舉
佉
反
。
下
所
加
反
。『
韻
集
』
音
加
沙
。
字
本
從
毛
作

、

二

形
。
葛
洪
後
作
『
字
苑
』，
始
改
從
衣
。
…
…　

59a/9

原
本
切
韻　
嘉　
古
牙
反
。
十
五
。　
…
…　
袈　
袈
裟
。　
…
…　
輯
斠2/109/14

　
　
　
　
　

砂　
砂
石
。
所
加
反
。
六
。　

裟　
袈
裟
。　
…
…　

輯
斠2/113/13

『
韻
集
』
は
現
在
で
は
輯
佚
書
で
僅
か
な
佚
文
を
確
認
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。

反
切
に
至
っ
て
は
林
平
和
一
九
七
六
に
據
れ
ば
僅
か
一
九
條
、
存
疑
の
八
條
を
加

え
て
も
三
十
に
滿
た
な
い
。
そ
こ
で
推
論
に
推
論
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
陸

志
韋
一
九
六
三
、
三
七
七
頁
が
王
三
反
切
の
分
析
で
、
呂
靜
の
兄
呂
忱
の
『
字

林
』
の
反
切
に
つ
い
て
、「『
字
林
』
反
切
は
些
か
奇
妙
で
あ
る
。
反
切
上
下
字
が

⒌　
『
韻
集
』
と
の
關
係

『
玉
篇
』
か
ら
の
引
用
が
、
嚴
密
に
は
『
玉
篇
』
を
直
接
引
用
し
た
と
は
限
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。『
切
韻
』
に
つ
い
て
も
、
敦
煌
出
土
文
獻

に
原
本
『
切
韻
』
と
推
定
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
（P4917

及
びS2683

）
斷
片
が
存

在
す
る
か
ら
、『
切
韻
』
成
立
に
遲
れ
る
こ
と
五
十
年
の
『
玄
應
音
義
』
が
原
本

『
切
韻
』
も
し
く
は
そ
の
初
朞
改
訂
版
を
利
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
し
て
議
論

を
進
め
て
き
た
。
も
し
『
切
韻
』
と
『
玄
應
』
が
共
通
の
文
獻
に
據
っ
た
こ
と

で
釋
文
の
一
致
が
見
ら
れ
る
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
文
獻
の
候
補
と
し
て

擧
が
る
の
が
『
切
韻
』
が
據
っ
た
五
家
韻
書
の
一
つ
、『
韻
集
』
で
あ
る
。
論
文

の
形
で
發
表
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
唐
蘭
が
周
法
高
へ
の
私
信
で
、『
玄
應

音
義
』
は
『
韻
集
』
に
基
づ
く
と
述
べ
て
い
る
（
周
法
高
一
九
四
八a

、
三
六
四
頁

に
紹
介
あ
り
）。
周
法
高
一
九
四
八a

は
特
定
の
韻
書
に
基
づ
く
な
ら
、
同
一
字
に

樣
々
な
字
面
の
異
な
る
反
切
が
當
て
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
こ
と
、『
玄
應
音
義
』

序
文
で
『
韻
集
』
に
つ
い
て
は
漢
代
の
『
說
文
』
が
九
千
字
に
留
ま
る
の
に
對

し
、
唐
代
の
『
韻
集（
８
）』
は
三
萬
字
增
や
し
た
と
述
べ
る
に
止
ま
り
、
こ
れ
に
依
據

し
た
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
論
據
に
、
唐
蘭
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
太
田
一
九
九
八ab

で
朙
ら
か
に
し
た
よ
う
に
字
書
で
あ
る
『
玉

篇
』
を
利
用
し
て
い
れ
ば
、
複
數
の
反
切
が
現
れ
る
こ
と
は
異
と
す
る
に
足
り
な

い
。
そ
し
て
『
切
韻
』
も
倂
せ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
尙
更
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
反
論
も
、『
韻
集
』
は
周
法
高
一
九
六
二
に
よ
れ
ば
『
玄
應
音
義
』

に
は
引
用
書
と
し
て
『
韻
集
』
が
五
一
回
、
呂
靜
『
韻
集
』
が
二
回
現
れ
る
が
、

「
蔭
の
辭
書
」
的
利
用
を
さ
れ
た
な
ら
、
序
文
で
わ
ざ
わ
ざ
『
韻
集
』
に
據
っ
た

と
斷
る
と
は
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
周
法
高
一
九
四
八a

の
反
證
は
强
力
な
も
の

で
は
な
く
、
唐
蘭
の
主
張
は
尙
も
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
。



日
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中
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學
會
報　

第
七
十
一
集

五
六

一
般
に
筆
畫
の

單
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
原
文
：《
字
林
》
反
切
就
㊒

點
怪
样
。
切
上
、
下
字
的
笔
畫
一
般
都
比
较
简
单
」
と
言
う
。『
魏
書
』「
江
式

傳
」
に
「
忱
の
弟
靜
は
別
個
に
先
に
亡
く
な
っ
た
左
校
令
で
あ
っ
た
李
登
の
『
聲

類
』
の
や
り
方
に
仿
っ
て
、『
韻
集
』
五
卷
を
作
り
、
宮
商
角
徵
羽
そ
れ
ぞ
れ
で

一
篇
と
し
た
。
文
字
に
關
し
て
は
兄
と
魯
と
衞
ほ
ど
の
違
い
（
極
僅
か
な
違
い
）

し
か
な
い
が
、
字
音
に
關
し
て
は
楚
と
中
原
ほ
ど
の
隔
た
り
（
か
な
り
の
隔
た
り
。

方
言
音
と
雅
音
の
違
い
と
い
う
意
味
も
あ
る
か―

太
田
）
が
あ
り
、
時
に
一
致
し
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
原
文
：
忱
弟
靜
，
別
仿
故
左
校
令
李
登
『
聲
類
』
之
法
，
作

『
韻
集
』
五
卷
，
宮
商
角
徵
羽
，
各
爲
一
篇
，
而
文
字
與
兄
便
是
魯
衞
，
音
讀
楚

夏
，
時
㊒
不
同
。」
と
あ
り
、『
字
林
』
の
音
韻
體
系
と
『
韻
集
』
の
音
韻
體
系
に

は
大
き
な
差
異
が
存
在
し
た
か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
、
こ
と
反
切
用
字
に
關
し
て

林
平
和
一
九
七
六
、
一
六―

三
五
頁
の
擧
げ
る
例
を
見
る
と
、「

，
式
之
」、

「
侇
，
大
兮
」、「
犂
，
力
奚
」、「
煗
，
乃
卵
」、「
吮
，
弋
選
」、「
掐
，
口
洽
」
と

い
っ
た
も
の
が
多
く
、
筆
畫
の
少
な
い
反
切
用
字
を
使
用
す
る
傾
向
は
『
韻
集
』

に
も
見
え
る
。
つ
ま
り
呂
忱
『
字
林
』
と
呂
靜
『
韻
集
』
は
た
と
え
反
映
す
る
音

韻
體
系
に
違
い
が
あ
る
に
し
て
も
、
揭
出
字
の
み
な
ら
ず
、
反
切
用
字
に
關
し
て

も
强
い
一
致
傾
向
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。「
文
字
與
兄
便
是
魯
衞
」
を

そ
の
よ
う
に
と
る
餘
地
も
あ
ろ
う
。
林
平
和
一
九
七
六
の
擧
例
中
に
は
「
菸
，
一

餘
」
と
い
う
反
切
が
あ
る
。「
一
」
は
『
切
韻
』
に
お
け
る
使
用
例
は
僅
か
2
例

の
み
（『
廣
韻
』
で
は
も
う
１
例
あ
る
）
で
、
希
少
反
切
上
字
で
あ
る（
９
）。
歬
節
の
16）

黝
に
現
れ
る
「
一
弔
反
」
は
末
尾
の
『
玉
篇
』
佚
文
と
對
照
す
る
と
、『
切
韻
』

の
「

，
烏
弔
反
」
小
韻
の
反
切
に
對
應
す
る
。
こ
の
小
韻
中
に
「
黝
」
は
見
え

な
い
が
、
玄
應
の
音
韻
體
系
で
は
「
黝
」
に
こ
の
別
音
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う（
（（
（

。
16）
黝
の
「
黝
，
一
弔
反
」
が
『
玉
篇
』、『
切
韻
』
の
い
ず
れ
に
も
現

れ
な
い
こ
と
、『
玉
篇
』
に
「

，
一
弔
反
」
と
い
う
反
切
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
測

す
れ
ば
、「
黝
」
の
「

，
烏
弔
反
」
相
當
の
字
音
に
對
し
て
『
玉
篇
』
の
「

，

一
弔
反
」
の
反
切
を
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
『
玉
篇
』

の
記
載
も
元
を
正
せ
ば
『
字
林
』
又
は
『
韻
集
』
か
ら
引
か
れ
た
も
の
、
と
い

う
可
能
性
も
あ
る
。
呂
忱
、
呂
靜
の
生
卒
年
代
か
ら
す
れ
ば
、『
玉
篇
』
が
『
字

林
』、『
韻
集
』
を
引
い
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。『
玄
應
音
義
』
に
お
い

て
『
字
林
』
と
い
う
書
名
は
周
法
高
一
九
六
二
に
據
れ
ば
、
全
部
で
四
五
四
回
現

れ
、『
韻
集
』
と
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。『
玉
篇
』
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、

『
韻
集
』
も
ま
た
『
玄
應
音
義
』
に
お
い
て
「
蔭
の
辭
書
」
の
性
格
を
帶
び
た
も

の
で
あ
っ
た
な
ら
、
見
か
け
以
上
に
多
く
の
引
用
文
が
隱
さ
れ
て
い
て
、「
黝
，

一
弔
反
」
が
そ
の
１
例
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

書
名
を
擧
げ
ず
に
直
接
引
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
實
例
を
こ
こ
で
指
摘
し

て
お
こ
う
。
以
下
の
例
は
上
揭
a）
菸
瘦
の
釋
文
の
形
式
に
似
て
い
な
が
ら
、『
韻

集
』
と
い
う
書
名
は
擧
が
ら
な
い
。

　
　
蟾
蜍　

上
之
鹽
反
，
下
以
諸
反
。『
爾
雅
』
蟾
蠩
，
郭
璞
曰
：
似
蝦
蟇
，
居

陸
地
。
淮
南
謂
之
去
父
，
山
東
謂
之
去
蚥
。
蚥
音
方
可
反
。
江
南
俗

呼
蟾
蠩
。
蠩
音
⻝
餘
反
。　
　

448/1

「
山
東
～
，
江
南
～
」
と
方
言
差
を
指
摘
す
る
形
式
の
部
分
を
周
法
高1948a

は
玄
應
の
案
語
と
見
る
が
（
三
八
〇―

三
八
五
頁
）、
a）
菸
瘦
の
釋
文
と
比
較
す
る

と
、『
韻
集
』
に
基
づ
く
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。
全
面
的
に
依
據
し
た
の
で
な
く

と
も
、『
玄
應
音
義
』
に
は
他
に
も
『
韻
集
』
か
ら
の
直
接
の
引
用
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

遺
憾
な
が
ら
本
稿
で
は
『
韻
集
』
所
據
說
に
つ
い
て
、
說
得
力
あ
る
朙
確
な

判
斷
を
下
せ
な
か
っ
た
。
も
し
唐
蘭
說
が
肯
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
し
て
玄
應
所
據



『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切

五
七

『
韻
集
』
が
呂
靜
『
韻
集
』
の
增
補
改
訂
版
で
あ
る
な
ら
ば
、『
玄
應
音
義
』
か
ら

『
韻
集
』
逸
文
を
大
量
に
收
集
で
き
る
こ
と
に
な
り
、『
切
韻
』
硏
究
に
新
た
な
展

を
切
り
開
く
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
可
能
性
は
か
な

り
小
さ
い
。⒍　

今
後
の
玄
應
音
義
硏
究
に
向
け
た
希

的
觀
測

　
　
　
（
結
論
に
代
え
て
）

太
田
一
九
九
八b

の
指
摘
を
繰
り
﨤
す
こ
と
に
な
る
が
、『
玄
應
音
義
』
は

『
玉
篇
』
反
切
を
大
量
に
利
用
し
た
結
果
、
江
南
讀
書
音
の
特
徵
を
持
つ
反
切

ま
で
取
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
二
等
重
韻
の
合
流
と
い
っ

た
『
切
韻
』
に
も
『
玉
篇
』
に
も
見
ら
れ
な
い
特
徵
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
關
わ

る
反
切
は
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
切
韻
』、『
玉
篇
』
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な

い
。
こ
れ
こ
そ
が
玄
應
の
獨
創
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
と

し
て
第
三
の
「
蔭
の
辭
書
」
の
存
在
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は

書
名
す
ら
分
か
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
秦
音
系
の
韻
書
若
し
く
は
字
書
、
音
義
書
で

あ
っ
た
ろ
う
。『
慧
琳
音
義
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徵
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
小
學
書
と
し
て
『
韻
英
』、『
考
聲
切
韻
』、『
韻
詮
』、『
開
元
文
字
音
義
』
等
が

擧
が
る
が
、
成
書
年
代
は
何
れ
も
『
玄
應
音
義
』
よ
り
遲
れ
る
。
も
し
『
玄
應
音

義
』
の
二
等
重
韻
の
合
流
に
關
わ
る
反
切
が
『
慧
琳
』
所
收
反
切
と
一
致
し
て
い

る
な
ら
、
共
通
の
典
據
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
秦
音
の

性
格
を
持
つ
韻
書
の
由
來
は
か
な
り
古
く
、
六
朝
に
ま
で
遡
る
と
い
う
こ
と
が
言

え
る
可
能
性
が
出
て
來
る
。

㊟（
１
）　

四
行
下
の
部
分
で
も
「
長
安
方
言
音 

原
文
：
長
安
方
音
」
を
「
讀
書
音 

原
文
：

讀
書
音
」
に
、「
長
安
音 

原
文
：
長
安
音
）」
を
「
讀
書
音 

原
文
：
讀
書
音
」
に
改

め
て
い
る
。
こ
の
他
、
周
法
高
一
九
四
八b

を
周
法
高
一
九
六
三
に
收
錄
す
る
際
に

も
同
樣
の
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
長
安
音
を
代
表
す
る 

原
文
：
代
表
長
安
音
」

（
四
一
頁
）
と
い
う
表
現
を
「
當
時
の
長
安
の
讀
書
音
を
代
表
す
る 

原
文
：
代
表
當

時
長
安
的
讀
書
音
」
七
頁
）
と
改
め
て
い
る
。

（
２
）　

以
下
の
二
例
に
『
玉
篇
』
と
い
う
書
名
が
見
え
る
。

湴
泥　

又
作
淜
。
同
排
咸
白
監
二
反
。
無
舟
渡
河
也
。
說
文
涉
渡
水
也
。『
玉
篇
』

皮
氷
反
。847/7

髕
腨　

蒲
忍
反
。『
說
文
』
膝
骨
也
。『
玉
篇
』
云
，
膝
端
也
。『
大
戴
禮
』
曰
，
人

生
朞
而
髕
。
下
又
作
踹
同    202/3

歬
者
の
「『
玉
篇
』
皮
氷
反
」
は
大
治
本
、
天
理
本
に
見
え
な
い
。
後
者
の
『
玉
篇
』

引
用
部
分
（『
大
戴
禮
』
引
用
部
分
を
含
む
）
も
敦
煌
本
系
テ
キ
ス
ト
に
は
見
え
な

い
。
こ
の
た
め
、
い
ず
れ
も
後
人
の
增
補
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
３
）　

以
下
に
擧
げ
る
例
は
首
都
師
範
大
學
（
燕
京
论
坛
二
〇
一
五
・
一
二
・
二
三
）
及

び
北
京
大
學
中
文
系
（
海
外
學
术
名
家
讲
座
二
〇
一
五
・
一
二
・
二
五
）
に
お
け
る

「
关
于
玄
应
音
义
的
音
系
性
质
和
特
點
（
玄
應
音
義
音
韻
體
系
の
性
質
と
特
徵
）」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
講
演
で
紹
介
し
た
が
、
講
演
內
容
は
論
文
と
し
て
は
未
公
表
で
あ

る
。

（
４
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
『
玄
應
音
義
』
中
に
見
え
る
顧
野
王
の
案
語
に
着
目
し
た
北
山

1997

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
『
玄
應
音
義
』
は
『
玉
篇
』
を
直
接
引
用
し
て
い

る
と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
５
）　

勿
（
≳
釣
）
と
す
る
餘
地
も
あ
る
か
。
今
、
上
田
一
九
八
六b

の
校
訂
に
從
う
。

（
６
）　

李
永
富
一
九
七
三
の
原
文
は
「
繚
：
繚
繞
。
力
小
反
。
一
。」
と
な
っ
て
い
る
の

だ
が
、
現
存
『
切
韻
』
系
韻
書
テ
キ
ス
ト
の
全
て
で
「
燎
」
が
擧
が
る
。
作
業
假
說

に
基
づ
い
て
推
定
す
る
な
ら
、
か
く
改
め
ざ
る
を
得
な
い
。

（
７
）　

他
の
韻
に
お
い
て
は
全
反
切
が
『
玉
篇
』、『
切
韻
』
の
い
ず
れ
か
に
一
致
す
る



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

五
八

と
い
う
こ
ろ
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
同
樣
の
情
況
を
見
て
と
れ
る
。
例
え
ば
『
切

韻
』
豪
韻
相
當
の
揭
出
字
に
つ
い
て
も
、『
玄
應
音
義
』
反
切
七
五
例
（
被
切
字
、

上
下
字
の
異
な
り
數
。
同
一
反
切
は
一
と
カ
ウ
ン
ト
、
延
べ
數
で
は
な
い
）
中
、
四

九
例
が
『
玉
篇
』
反
切
と
一
致
し
、
一
六
例
が
『
切
韻
』
反
切
と
一
致
。
こ
の
う
ち

兩
者
に
一
致
す
る
も
の
が
八
例
あ
る
。
ど
ち
ら
と
も
一
致
し
な
い
反
切
は
一
四
例
に

留
ま
る
（
具
體
例
は
紙
幅
の
制
約
に
よ
り
省
略
）。
蕭
韻
で
は
全
三
七
例
中
、
こ
の

一
致
不
一
致
の
組
合
せ
が
、
三
二
、
〇
、
八
、
七
、
篠
韻
で
は
全
一
三
例
中
そ
れ
ぞ

れ
、
八
、
一
、
一
、
四
、
笑
韻
で
は
全
二
五
例
中
、
一
三
、
四
、
五
、
八
と
な
っ
て

い
る
。

（
8
）　

唐
蘭
は
こ
の
『
玄
應
』
序
文
中
の
「
唐
代
の
『
韻
集
』」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
檢
討
を
加
え
て
お
り
、
呂
靜
の
『
韻
集
』
と
は
別
物
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
但
し
呂
靜
の
『
韻
集
』
と
ど
の
よ
う
な
關
係
に
あ
っ
た
の
か
は
不
朙

の
ま
ま
で
あ
る
。
本
稿
で
は
呂
靜
『
韻
集
』
の
增
補
改
訂
版
の
よ
う
な
も
の
と
の
假

定
の
上
で
推
論
を
進
め
て
い
る
。

（
9
）　

諬
賢
二
〇
〇
三
に
據
れ
ば
、『
字
林
』
に
は
「
汙
，
一
故
」、「
抉
，
一
穴
」、

「
柣
，
大
一
」、「
姪
，
丈
一
」、「
眢
，
一
皮
」、「
窔
，
一
弔
」
な
ど
、「
一
」
を
使
用

し
た
反
切
が
數
多
く
見
ら
れ
る
。
な
お
最
後
の
例
は
『
文
選
』
卷
四
五
に
現
わ
れ
る

が
、
反
切
だ
け
で
釋
文
は
無
い
。
こ
れ
と
一
致
す
る
『
玉
篇
』
反
切
は
⒋
一
致
反
切

の
現
れ
る
揭
出
字
の
釋
文
の
16）
黝
で
紹
介
し
た
。

（
10
）　

或
い
は
穿
っ
た
見
方
だ
が
、
13）
噭
の
『
唐
韻
』
の
條
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
幼
」

の
異
體
字
の
「

」
を
「
叫
」
と
取
り
違
え
る
こ
と
が
こ
こ
で
も
あ
っ
た
な
ら
、

本
來
幼
韻
所
屬
字
で
あ
る
も
の
を
嘯
韻
所
屬
字
と
誤
認
し
た
と
も
考
え
得
る
。
但
し

「
黝
」
は
幽
韻
上
聲
影
母
字
で
、
韻
目
で
も
あ
る
。『
廣
韻
』
に
は
去
聲
の
別
音
は
見

え
な
い
が
、
幽―

黝―

幼
韻
に
は
義
㊟
が
一
致
し
て
聲
調
の
み
異
な
る
と
い
っ
た

又
音
が
多
く

收
さ
れ
て
お
り
、「
黝
」
に
も
『
切
韻
』
系
韻
書
未
收
の
去
聲
の
又

音
が
實
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

テ
キ
ス
ト

玄
應
音
義 

高
麗
藏
本
：『
高
麗
大
藏
經
』
第
三
二
、
東
國
大
學
校
、
一
九
七
五
（
略
稱　

麗
）

磧
砂
藏
本
：『
宋
版
磧
砂
大
藏
經
』
第
三
〇
册
、
新
文
豐
出
版
公
司
影
印
（
略
稱　

磧
）

大
治
本
：
古
辭
書
音
義
集
成
七
、
八
、
九
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇―

一
九
八
一
（
大
治

本
、
天
理
本
を
收
め
る
）

同
治
八
年
仁
和
曹
氏
重
刊
本
：
新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九
八
〇

玉
篇

原
本
系
：『
玉
篇
零
卷
』、
大
通
書
局
、
一
九
七
二

宋
刻
本
：『
大
廣
益
會
玉
篇
』（
澤
存
堂
本
）、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
（
略
稱　

宋
玉
）

元
刻
本
：『
大
廣
益
會
玉
篇
』（
國
學
基
本
叢
書　

經
部
）、
新
興
書
局
、
一
九
六
八
（
略
稱  

元
玉
）

篆
隸
萬
象
名
義　
（
略
稱　

萬
象
）

高
山
寺
古
辭
書
㊮
料
第
一
（
高
山
寺
㊮
料
叢
書
第
六
册
）、
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
七

參
考
文
獻

日
本
語
（
著
者
名
の
五
十
音
順
）

上
田
正
一
九
八
一　

玄
應
音
義
諸
本
論
考
、『
東
洋
學
報
』
六
三―

一
、
一―

二
八
頁

上
田
正
一
九
八
六a　
『
玄
應
反
切
總
覽
』、
著
者
自
印
、
總
二
八
〇
頁

上
田
正
一
九
八
六b　
『
玉
篇
反
切
總
覽
』、
著
者
自
印
、
總
五
六
三
頁

太
田
齋
一
九
九
八a

〈
㊮
料
〉
玄
應
音
義
反
切
と
玉
篇
反
切
の
一
致
、『
開
篇
』
一
七
輯
、

一
三
四―

一
四
〇
頁

太
田
齋
一
九
九
八b　

玄
應
音
義
に
見
る
玉
篇
の
利
用
、『
東
洋
學
報
』
八
〇―

三
、
〇
一

―

〇
二
四
頁

神
田
喜
一
郞
一
九
三
三　

緇
流
の
二
大
小
學
家―

智
騫
と
玄
應―

、『
支
那
學
』
七―

一
、

二
五―

四
八
頁



『
玄
應
音
義
』
反
切
と
『
切
韻
』
反
切

五
九

北
山
由
紀
子
一
九
九
七　
『
原
本
玉
篇
』
の
受
容
に
つ
い
て
～
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
と

の
”案
語
“
の
比
較
を
通
し
て
～
、
一
九
九
六
年
度
富
山
大
學
卒
業
論
文
（
一

九
九
七
・
一
）
及
第
七
六
回
訓
點
語
學
會
硏
究
發
表
會
（
一
九
九
七
・
五
・
二

三
）
發
表
レ
ジ
ュ
メ
；
共
に
『
開
篇
』
二
六
輯
、
二
〇
〇
七
、
二
六
七―

二
九

八
頁
に
收
錄

小
島
憲
之
一
九
八
六　

原
本
系
『
玉
篇
』
を
め
ぐ
っ
て　

―

空
海
の
表
現
に
及
び
つ
つ―

、  

『
神
田
喜
一
郞
博
士
追
悼
中
國
學
論
集
』、
二
玄
社
、
一
一
六―

一
三
六
頁

馬
淵
和
夫
一
九
五
二　

玉
篇
佚
文
補
正
、『
東
京
文
理
科
大
學
國
語
國
文
學
會
紀
要
』
三
、

總
一
五
二
頁

中
國
語
（
著
者
名
の
拼
音
順
）

陳
寅
恪
一
九
四
八　

從
史
實
論
切
韻
、『
嶺
南
學
報
』
九―

二
、
一―

一
八
頁

諬
賢
二
〇
〇
三　
『《
字
林
》
音
㊟
硏
究
』、
巴
蜀
書
社
、
總
三
七
四
頁

李
永
富
一
九
七
三　
『
切
韻
輯
斠
』、
藝
文
印
書
館
、
線
裝
八
册　
（
略
稱　

輯
斠
）

林
平
和
一
九
七
六　
『
呂
靜
韻
集
硏
究
』、
嘉
新
水
泥
公
司
文
化
基
金
會
硏
究
論
文
三
二
四

種
、
總
一
三
〇
頁

陸
志
韋
一
九
六
三　

古
反
切
是
怎
樣
構
造
的
、『
中
國
語
文
』
一
九
六
三―

五
朞
、
三
四
九

―

三
八
五
頁

周
法
高
一
九
四
八a　

玄
應
反
切
考
、『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
集
刊
』
二
十
、
三

五
九―

四
四
四
頁
；
後
、
周
法
高
一
九
六
八a

、
一
五
三―

二
三
八
、
周
法
高

一
九
六
八b

、
一
九
五―

二
八
〇

周
法
高
一
九
四
八b　

從
玄
應
音
義
考
察
唐
初
的
語
音
、『
學
原
』
二/

三
、
三
九―

四
五

頁
；
後
、
周
法
高
一
九
六
三
、
一―

二
〇
頁

周
法
高
一
九
五
二　

三
等
韻
重
紐
脣
音
反
切
上
字
硏
究
、『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所

集
刊
』
二
三
、
三
八
五―

四
〇
七
頁
；
後
、
周
法
高
一
九
六
八a

、
二
三
九―

二
六
一
頁

周
法
高
一
九
六
二　
『
玄
應
一
切
經
音
義
』
索
引
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
專
刊
之

四
十
七
玄
應
一
切
經
音
義
反
切
考
附
册
、
總
八
七
頁.

周
法
高
一
九
六
三　
『
中
國
語
文
論
叢
』、
正
中
書
局
、
總
四
五
一
頁

周
法
高
一
九
六
八a　
『
中
國
語
言
學
論
文
集
』、
崇
基
書
店
、
總
二
八
〇
頁

周
法
高
一
九
六
八b　
『
玄
應
反
切
字
表
（
附
玄
應
反
切
考
）』、
崇
基
書
店
、
二
八
〇
頁

周
法
高
一
九
八
四　

  

玄
應
反
切
再
論
、『
大
陸
雜
誌
』
六
九―

五
、
一―

一
六
頁




